
320 台風に伴う大雨の気候学的検討

より2～5時間おくれて最強雨が降りやすい．

　⑩　発達期の強い上昇気流中では雲水量は増大する

が，落下速度の遅い雪片等は落下できず，雨滴の成長は

それほど大きくないから一般に強雨も降りにくい．空中

の大雲水量の貯蔵庫の底を開いて強雨を降らせるのは下

降気流の引金のある所であり，地上ではその強雨に伴う

下降気流により発散域となる．

　⑪　このため強雨域は海上から線状の強エコー域が伸

び，その風下端の衰弱部に当る所であり，風上の暖水域

上の収束域から可降水量の大きい雲やエコーが連続して

補給されている所である．

　⑫　なお，山岳部では地形上昇による霧雨が連続する

から，その雨量強度は小さいが長時間継続するため見掛

上の雨量はかなり多くなることもある．

　なお，この調査には，福岡管区気象台と日本気象協会

福岡本部の御支援を受けた．記して謝意を表する．
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